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配属先

行政職の仕事

庶務や予算、経理、県税の賦課徴収、用地交渉、
企画等の行政事務

本庁各課
地方機関（県税事務所、地方振興事務所、保健福祉事務所など）



自己紹介
H29.3月 県外大学卒業

H29.4月～ 県外自治体に入庁
2年間勤務後、宮城県庁に転職

宮城県庁入庁（現在入庁７年目）

H31.4月～ 総務部 私学・公益法人課 公立大学・公益法人班
公益法人・宗教法人の認可及び宮城大学に関することなど

R4.4月～ 仙南保健福祉事務所 生活支援第一班
生活保護業務に関することなど

R7.4月～ 総務部 市町村課 行政班
広域行政の推進、市町村の採用等活動の支援、市町村長会議に関することなど

宮城県大崎市出身



なぜ公務員だった？

なんで宮城県庁を選んだ？

志望動機

１度宮城県を離れたことで、宮城県への愛着や良さ
を再認識したから

ヒトのために役立てる仕事に就きたかったから



担当業務

担当した仕事
画像があると
良いです

私学・公益法人課 公立大学・公益法人班

公益法人の認定や法人運営の監督、宗教法人の認証
及び宮城大学に関すること

・公益法人に係る法人運営の監督及び助言
・公益法人への立入検査



担当業務

担当した仕事
画像があると
良いです

仙南保健福祉事務所
生活支援第一班

仙南地域の生活保護に関すること

・生活保護に関すること



担当業務

担当した仕事
画像があると
良いです

市町村課 行政班

広域行政の推進、市町村の採用等活動の支援
市町村長会議に関すること

・市町村への権限移譲に係る条例改正
・栄典事務 など



大変だったこと（私学・公益法人課）

◆ 週１回公益法人へ出向き立入検査を実施
✓ 実施事業や会計書類の適正性を確認
✓ 法律や会計の知識を備えていないと十分な
検査が出来ない。

※ 私は入庁時まで法律や会計を学んでません…

立入検査



大変だったこと（仙南保健福祉事務所 生活支援第一班）

町や関係団体と連携し、
自立に向けた支援を行う。

・ 病気、怪我、身体障害または精神
障害により十分に働けない。

・ 失業後、再就職がうまくいかず生
活が困窮した。

・ DV被害を受け避難してきた。
・ 年金だけでは生活できない。
・ 入院または介護施設費用を賄いき
れない。 etc…

生活保護の方が抱える課題(例)

自立に向けた支援



やりがい、心掛けていること

様々な成功体験に出会える
✓公益法人立入検査では弁護士や会計士を相手にし、自信に繋がった。

✓生活保護受給者が自立し、感謝された。

優先順位をつける
✓担当業務のゴールを基準に現時点までを逆算し、今何をすべきか常に考えな

がら、取り組むよう意識している。



オフィス改革により、働きやすくコミュニケーションが活発な
職場づくりが進んでいます。

職場の雰囲気

オフィス改革

広々としたオフィス！

デュアルモニター

カフェスペースも搭載



働いて感じる宮城県職員の魅力

▶ 県内地域に広く携わることができる
出張や異動を通じて県内地域に足を運び、様々な魅力を
知るとともに、そのことを業務に活かせる。

▶ 幅広く・規模の大きな業務に従事できる
県の業務は現場での住民対応から政策立案まで幅広く、
また、規模の大きな業務に携われる



私の公務員試験対策

モチベーションの維持

私の場合、「模試の点数が上がった！」「前より論文が書ける
ようになった！」など、やればやるほどレベルが上がるゲーム
感覚で試験対策を行ってました。

公務員試験は長丁場なため、自分なりのモチベーション維持
の方法を見つけることがポイントだと思います！



みなさんへのメッセージ

東北最大の人口及び各種産業の拠点であり、また、
多くの魅力を持つ宮城県の職員として働くことの
責任感や誇りはとても大きく、ここにしかない経
験や、やりがいがたくさんあります。

みなさんと一緒に働ける日をお待ちしています！


